
NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

1 柳瀬委員 基本構想 骨子(案) 社会的環境が大きく変化したので、見直さなければな
らないという観点のもと、作られていると認識してい
るが、あまり変わっていない印象を受ける。インパク
ト、メリハリをつけて、表現していただけるよう工夫
してもらいたい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

　基本構想の見直しの視点について、「５　基
本構想の見直しの視点」（P7）に記載しまし
た。
　また、県の政策がめざすべき方向性につい
て、社会環境の変化を踏まえながら、「政策展
開の基本的視点」（P13～19）にまとめまし
た。
　さらに、これらの視点を踏まえ、「実施計
画」で重点的・分野横断的に推進する政策をプ
ロジェクトとして取りまとめました。

2 関委員 基本構想 骨子(案) 人生100年時代は日本全国の課題の中で、神奈川とし
ては何をやるのかが、もう少し見えてくると良い。全
国との比較などをもっと盛り込んだらどうか。

「基本構想」素案（案）、「実施計画」素案
（案）に反映しました。

【基本構想】
＜P14「政策展開の基本的視点」＞
（人生100歳時代）
　そこで、誰もが文化芸術活動やスポーツに多
様な形で親しみ、人々との交流を通じて心豊か
にくらすことができるよう、様々な場や機会の
創出をめざします。また、働き方やキャリア形
成の多様化を後押しし、誰もが生涯の生活設計
に多様な選択肢を持ち、生き生きと活躍できる
社会づくりをめざします。

【実施計画】
＜P49「神奈川の戦略」「２　輝き続ける人生
100歳時代の実現」＞ページを新たに作成し、
取組を加筆しました。

3 古塩委員 基本構想 骨子(案)
１　政策展開の基本的
視点

パンデミックを経験して、そこで新しい社会、新しい
文化の方向を示すということが重要ではないか。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

パンデミックの経験を踏まえた、めざすべき方
向性について、以下の箇所に記載しました。
（記載量の都合上、記載内容の転記は省略して
います）
＜「政策展開の基本的視点」＞
・P13（人口減少社会）
・P15（デジタル技術の進展による地域・社会
の変化）
・P17（社会的孤立や生活への不安）
・P18（くらしをとりまくリスクや潜在的課
題）

第141回総合計画審議会における意見と県の対応

新たな総合計画「基本構想」骨子（案）について
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4 渡辺委員 実施計画 骨子(案) 「ともいき」」という略語が使われているが、略語を
これからも広めていくという説明はあるのか。どうい
う方向性なのか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

P117「３つの主流化」
また、政策の立案・企画・実施に当たっては、
「ジェンダー」「ともに生きる（ともいき）」
「当事者目線」の視点を「３つの主流化」とし
て、いつも意識していきます。

5 小出委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

ＰＪ１「子ども・若者」２「教育」ですが、グローバ
ルに活躍できる人材の育成が遅れていると感じる。神
奈川の戦略の中にもグローバル戦略という言葉も出て
くるが、グローバルな人材を受入れるだけではなく、
神奈川に生まれ育った方がグローバルに活躍できる人
材になっていただきたい、それを育成していくための
教育のありようも考えていただきたい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P14「PJ２ 教育」「具体的な取組」＞
Ａ　思いやる力や自立して生き抜く力、社会に
貢献する力を育成する学校教育
２丸目
社会の変化に対応する教育を推進するため、理
数教育の推進やグローバル人材の育成、１人１
台端末を活用した教育活動などに取り組みま
す。

6 鈴木委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

ＰＪ３「未病改善や医療・介護の充実による生き生き
とくらせる社会」の「慣れ親しんだ地域で安心して生
活ができる社会に向けた医療提供体制の構築」という
文章は、提供するだけではこれから人材も少なくなる
し、医療の働き方改革等もあってかなり厳しい状況に
なるので、提供を受ける側、県民側も一緒になって
作っていってもらいたいという思いがあり、言葉が少
し違うかと思う。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P16「PJ３　未病・健康長寿」「具体的な取
組」＞
Ｂ　人口減少・超高齢社会においても持続可能
で質の高い保健・医療の提供
３丸目
増大する医療ニーズに対応するため、地域医療
に従事する医師の育成や、看護師の研修等によ
る人材確保、かかりつけ医の推進などによる上
手な医療のかかり方の推進に取り組みます。ま
た、地域医療構想に基づき、病床の機能分化・
連携の推進に取り組みます。

7 小出委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

ＰＪ６「経済・労働」の中に「多様な人材の活躍促
進」と入っていますが、こちらに「多様な人材」だけ
ではなく、「多様な働き方」という要素もぜひ入れて
いただきたい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P24「PJ６　経済・労働」「具体的な取組」
＞
Ｃ　多様な人材の活躍促進
１丸目
誰もが多様な働き方を選択し、生き生きと働き
続けることができる社会を実現するため、企業
に対しての働き方改革に関するセミナーの実施
や、仕事と生活を両立できる職場環境整備の促
進などに取り組みます。

8 清水委員 実施計画 骨子(案) ＰＪ７「農林水産」のところで、農林水産業という産
業を県がどう位置付けているの見えにくい。単なる食
料供給産業というイメージだが、今は多面的な性格と
いうことで食料供給以外の機能をもっと積極的に評価
して位置付け、例えばこの地球温暖化の中における農
林水産業など、農林水産業の多面的なところを積極的
に評価したプロジェクトにしていただけると良いので
はないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P26「PJ7　農林水産」「具体的な取組」＞
Ｂ　安全・安心な魅力ある県産農林水産物の利
用拡大
４丸目
都市と農林水産業の共存を図るため、学校等へ
の出前講座や、地域ぐるみの共同活動や里地里
山の保全活動などを実施し、農林水産業の多面
的機能や生産活動に対する県民の理解促進を図
ります。

新たな総合計画「実施計画」骨子（案）について
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9 松行委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

気候変動が進んでしまうと、排出抑制は大切だが、適
応策をもっと考えていかないと、生活や経済を維持で
きないのではと考える。危機管理の災害にはあるが、
それ以外、適応策のところがない。適応策について、
もう少し考える必要がある。

「基本構想」素案（案）、「実施計画」素案
（案）に反映しました。

【基本構想】
＜P27「政策分野別の基本方向」(4)環境・エネル
ギー＞（脱炭素社会の実現）
既に現れている地球温暖化の影響を回避・軽減する
ため、気候変動に適応する施策を推進します。

【実施計画】
＜P26「PJ７　農林水産」「具体的な取組」＞
Ａ 安定した食料等の生産基盤の構築
３丸目
魅力ある産業として次世代へ引き継ぐため、新品種
などの育成、品質や生産性を高めるスマート技術等
の開発・普及、国際情勢の変化に左右されない飼料
生産基盤の強化、養殖と海業の振興、水産資源の管
理体制の強化などに取り組みます。
４丸目
環境と共存する産業を実現するため、「みどりの食
料システム戦略」に対応した環境負荷低減技術の導
入支援、地域ぐるみで取り組む鳥獣被害対策、藻場
の再生整備などに取り組みます。

Ｂ　安全・安心な魅力ある県産農林水産物の利用拡
大
４丸目
都市と農林水産業の共存を図るため、学校等への出
前講座や、地域ぐるみの共同活動や里地里山の保全
活動などを実施し、農林水産業の多面的機能や生産
活動に対する県民の理解促進を図ります。

＜P40 ［PJ12　危機管理」「具体的な取組」＞
Ｂ　災害に強いまちづくり
１丸目
激甚化、頻発化している水害に備えるために、引き
続き、河川整備を進めるとともに、流域にかかわる
あらゆる関係者が協働して水災害対策を行う「流域
治水」を推進します。また、土砂災害から県民の生
命や財産を守るため、土砂災害防止施設の整備と維
持管理に取り組みます。

＜P101「主要施策】「Ⅳ環境・エネルギー」＞
①脱炭素社会の実現
「411　気候変動の影響への適応」について加筆し
ました。
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10 田中委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

ＰＪ11「くらしの安心」について、高齢者が被害者と
なる特殊詐欺ですとかサイバー空間での脅威だけが
フォーカスされているような印象を受けますが、他に
も様々な脅威がある。特に高齢者のみならず、成年年
齢の引き下げに伴って若者の被害の増加が、例えばエ
ステが閉店したとか、訪問販売、インターネット販売
などの苦情が増えている。これらは共通しているのが
特定商取引法に関連する分野のトラブルが多くなって
いるので、そう言った視点で対策を明記していただき
たい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P38「PJ11　くらしの安心」「具体的な取
組」＞
Ｃ　消費生活の安心
１丸目
超高齢社会の進行や成年年齢の引下げ、複雑・
多様化する取引形態など、消費者をめぐる状況
を踏まえ、市町村への支援等を通じて県全体の
消費生活相談機能の充実に取り組みます。

11 関委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

パンデミックを受けて何をどう変えるのかについて、
もう少し具体的にわかりやすく計画のところで表して
いくことができるのではないか。

「基本構想」素案（案）、「実施計画」素案
（案）に反映しました。

【基本構想】
パンデミックの経験を踏まえた、めざすべき方
向性について、以下の箇所に記載しました。
（記載量の都合上、記載内容の転記は省略して
います）
＜「政策展開の基本的視点」＞
・P13（人口減少社会）
・P15（デジタル技術の進展による地域・社会
の変化）
・P17（社会的孤立や生活への不安）
・P18（くらしをとりまくリスクや潜在的課
題）

【実施計画】
＜P31「PJ９　生活困窮」「プロジェクトのね
らい」＞
新興感染症の感染拡大や国際情勢の不安定化な
どの影響により、「見えない困窮」など社会に
潜在化する生活困窮などの課題が浮き彫りとな
りました。こうした想定し得ない事態が生じた
場合でも、県民のくらしへの影響を最小限に抑
えるための備えが求められています。

＜P40「PJ12　危機管理」「具体的な取組」＞
Ｃ　非常時に対応できる持続可能な医療提供体
制の構築
１丸目
非常時に対応できる持続可能な医療提供体制を
構築するため、地震や風水害に対応できる施設
整備に取り組みます。また、医療機関との協定
締結により、非常時に対応できる病床の確保を
推進します。
２丸目
感染症に対応できる人材を確保するため、医療
従事者等に向けた県の感染症対応研修を実施す
るなど、医療人材育成の強化に取り組みます。

4 第141回総合計画審議会



NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

12 松行委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

人口が減っていく中で、高度成長期に作った下水道な
どインフラをどうやって維持管理していくかが、非常
に厳しい課題となってきている。都市基盤は。新しく
整備するのも大切だが、これから維持管理が非常に重
要になる。ぜひ維持管理についても検討してほしい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P44「PJ13　都市基盤」「具体的な取組」＞
Ｂ　活力と魅力あふれる強靭なまちづくりの推
進
５丸目
県民の安心・安全かつ快適な生活を持続するた
め、ＡＩやドローンなどのデジタル技術を活用
しながら、道路、河川、ダム、上下水道など、
インフラ施設の戦略的なメンテナンスに取り組
みます。

13 谷口委員 実施計画 骨子(案)
神奈川の戦略

輝き続ける人生100歳時代の実現について、県として
住まいの面での支援。もう一つは定年前の40・50代あ
たりから、定年後の生活設計や資産をどうやって安定
して増やしていくのかといった教育や支援も必要なの
で、何らかの形で盛り込んでいただきたい。特に、住
まいの面は是非、盛り込んでいただきたい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P44「PJ13　都市基盤」「具体的な取組」＞
Ｂ　活力と魅力あふれる強靭なまちづくりの推
進
４丸目
だれもが安心してくらせる住宅を確保するた
め、老朽化が進む県営住宅の建替えを進めると
ともに、民間賃貸住宅を活用したセーフティ
ネット住宅の登録促進など、子育て世帯や高齢
単身者など住宅確保要配慮者の居住の安定確保
に取り組みます。

＜P50「神奈川の戦略」「２　輝き続ける人生
100歳時代の現実」「具体的な取組」＞
人生の充実につながるライフスタイルの多様化
の促進
２丸目
県民一人ひとりの学びの意欲に応え、生涯にわ
たって能動的に学び続けることや、いくつに
なっても学び直すことができるよう、生涯学習
などの環境整備を行います。

14 関委員 実施計画 骨子(案)
神奈川の戦略

人生100年時代というのは、若い時からどう備えてい
くかがとても重要だと思っているので、未病対策も含
めて予防に力を入れているので、そういう意味では病
気だけではなく、財産管理や将来の働き方も含めて、
60歳になってから急にその後どう働いていくか考えて
いくこともできないので、もっと若いうちからどう人
生100年時代に備えられるのか考えていけるような工
夫をしていくことができればよい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P50「神奈川の戦略」「２　輝き続ける人生
100歳時代の現実」「具体的な取組」＞
人生の充実につながるライフスタイルの多様化
の促進
２丸目
県民一人ひとりの学びの意欲に応え、生涯にわ
たって能動的に学び続けることや、いくつに
なっても学び直すことができるよう、生涯学習
などの環境整備を行います。

15 岸部委員 実施計画 骨子(案)
計画推進

「ジェンダー」の視点、「ともに生きる」の視点、
「当事者目線」を入れるとなると、この計画段階の４
年間で、今現在のデータの中でそうした内容が網羅さ
れた調査というのは少ないと思う。県が仮にその３つ
の視点で進めるのであれば県独自の調査をしていくこ
とになるが、そうしたデータの取り方の工夫等もして
いかなければならない。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」「① デジタル技術の活用による効果
的・効率的な施策の推進＞
行政分野においても、限られた予算・人材を有
効に活用し、複雑・多様化する県民ニーズに対
応した質の高いサービスを提供していくため
に、デジタル技術及びデータを積極的に利活用
し、 検証可能な施策立案を進めるとともに、
これまで以上に業務の効率化を図る必要があり
ます。
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16 古塩委員 実施計画 骨子(案) 県のプロジェクトは、市町村がやっている施策事業に
対してどういう関係にあるのか。事業をフォローして
くれるのか、それとも方向をリードしてくれるのか、
そのところをこの計画でははっきりとさせていただき
たい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P118「計画推進」「１　計画推進のための行
政行政運営」「③　県内市町村や他都道府県と
の協調・連携＞
持続可能な行政サービスを提供していくために
は、国・県・市町村間での適切な役割分担のも
と、県は、地域の実情や住民ニーズを的確に把
握し、市町村や他都道府県と協調・連携を柔軟
に図りながら、県内全域における総合調整機能
を発揮するとともに、市町村の補完的役割を担
い、広域自治体としての役割を一段と果たして
いくことが重要です。

17 岸部委員 実施計画 骨子(案)
計画推進

戦略的な広報の実施と書いてあるが、「当事者目線」
や「ともに生きる」というところでやるのであれば、
双方向的な県民からの意見聴取ということも戦略的な
点になるのかと思う。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行政
運営」「②　多様な担い手との協働・連携」＞
こうしたことから、県は、めざすべき方向性や問
題意識を、県民や企業、ＮＰＯ、大学、団体等
と、対等なパートナーとして共有し、政策形成の
早い段階から対話を重ねるなど、複雑化・多様化
する様々な課題に共に向き合って協働・連携を推
進します。

＜P118「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」「⑤ 戦略的な広報の実施」＞
今後とも、緊急・災害時など、いざというとき
に必要な情報を正確かつ速やかに県民に伝える
ことができるような体制を整備・運用するとと
もに、テレビ・ラジオ・ ＳＮＳ ・ウェブなど
多岐にわたる広報媒体や伝達手段を活用し、県
民目線に立った広報を展開することで、さらな
る広報の質の向上を図ります 。

18 中村委員 実施計画 骨子(案) 神奈川県が、それぞれの地域でどのようなことをやっ
ているかは、しっかりアピールしないといけないの
で、５ブロックでそれぞれどんなことをやっているか
というのは、市町村ごとだと細かすぎるが、ブロック
ごとに少なくても県はこんなことやっていきますとい
うことは、明確に見える化していく必要がある。 「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P58「プロジェクトに関連する地域づくりの
取組」＞ページを新たに作成し、地域圏別の取
組を加筆しました。

川崎・横浜地域圏
三浦半島地域圏
県央地域圏
湘南地域圏
県西地域圏
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NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

19 河野委員 基本構想 骨子(案)
３　神奈川の将来像
１　政策展開の基本的
視点

より伝わりやすい内容にするために、「神奈川の将来
像」の３つと「政策展開の基本的視点」の７つがどの
ような対応関係になっているのかが、分かると伝わ
る。複合的に絡みあっているが、県民が理解でき、県
のねらいが深く理解できるよう、対応関係が分かると
良い。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

※「神奈川の将来像」は、県民や企業、ＮＰ
Ｏ、大学、団体、行政などが、共に実現をめざ
す将来像です。また、「政策展開の基本的視
点」は、県の政策がめざすべき方向性を分野横
断的にまとめたものです。
＜P10「神奈川の将来像」＞
リード文
　基本理念のもとに、2040（令和22）年を展望
し、誰もが安心してくらし、また誰もが自らの
力を発揮して活躍し、そして持続的に発展する
神奈川の実現を、県民や企業、ＮＰＯ、大学、
団体、行政など多様な強みを持つ主体の力を結
集して共にめざします。
＜P13「政策展開の基本的視点」＞
リード文
　基本目標の実現に向けて、県の政策がめざす
べき方向性を政策展開に当たっての基本的な視
点としてまとめました。

20 海津委員 2040年を考えると、次の時代をつくり神奈川を担って
いく人材を育てる視点が重要である。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P13「政策展開の基本的視点」＞
（少子高齢社会）
　そこで、若い世代が未来に希望を持ち、希望
する人数の子どもを生み育てることができるよ
う、当事者である若い世代や子どもの目線を大
切にしながら、経済的な負担や社会的な障壁の
緩和をめざすとともに、神奈川の未来を担うす
べての子どもたちが安心して快適に学び、自分
らしく生きる力を高められる環境づくりをめざ
します。

第98回計画推進評価部会・第20回計画策定専門部会における意見と県の対応

新たな総合計画「基本構想」骨子（案）について
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NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

21 米田委員 基本構想 骨子(案)
１　政策展開の基本的
視点

2040年を考えると、人口減少は大きな課題ではある
が、「基本構想」も「実施計画」も最初に人口減少と
紐づけて子育て支援が出てくるのが気になる。人口減
と子育て支援が続くと、何となく女性が産む人だけ期
待されているようにも読み取れなくないので、このあ
たりの書きぶりを少し考えてもらいたい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P13「政策展開の基本的視点」＞
（少子高齢社会）
　そこで、若い世代が未来に希望を持ち、希望
する人数の子どもを生み育てることができるよ
う、当事者である若い世代や子どもの目線を大
切にしながら、経済的な負担や社会的な障壁の
緩和をめざすとともに、神奈川の未来を担うす
べての子どもたちが安心して快適に学び、自分
らしく生きる力を高められる環境づくりをめざ
します。

22 米田委員 人材の育成は、社会を構成する担い手の育成として
考え方を切り替えるべきである。子ども・若者が社会
から大切にされていると実感することにより、自分自
身を大事にしたいという思いを超えていかないと社会
に貢献しようとならない。子ども・若者が大事にされ
ることが重要である。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P13「政策展開の基本的視点」＞
（少子高齢社会）
　そこで、若い世代が未来に希望を持ち、希望
する人数の子どもを生み育てることができるよ
う、当事者である若い世代や子どもの目線を大
切にしながら、経済的な負担や社会的な障壁の
緩和をめざすとともに、神奈川の未来を担うす
べての子どもたちが安心して快適に学び、自分
らしく生きる力を高められる環境づくりをめざ
します。

23 米田委員 基本構想 骨子(案)
１　政策展開の基本的
視点
・社会的孤立や生活へ
の不安

「社会的孤立」がコロナに紐づけて書かれているが、
地域社会の中でつながりを作ることに対して、社会的
に関心が高まっており、人と人とのつながりの重要性
に触れていただきたい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P14「政策展開の基本的視点」＞
（人生100歳時代）
そこで、誰もが文化芸術活動やスポーツに多様
な形で親しみ、人々との交流を通じて心豊かに
くらすことができるよう、様々な場や機会の創
出をめざします。
＜P17「政策展開の基本的視点」＞
（社会的孤立や生活への不安）
　そこで、多様な担い手と連携し、声を上げる
ことが難しい子ども・若者や、困窮に陥りやす
いひとり親家庭、困難な問題を抱える女性、孤
独・孤立に悩む方など、生きづらさやくらしに
くさを抱える人たちへの支援の輪を広げること
で、「見えない困窮」にも早期に対応し、誰も
が生まれ育った環境によって将来を左右され
ず、自分らしく生きられる社会づくりをめざし
ます。

8 第98回・第20回部会



NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

24 原委員 基本構想 骨子(案)
１　政策展開の基本的
視点
・社会的孤立や生活へ
の不安

社会的孤立について、障がい者の視点も大事だが、高
齢者だけでもなく、若者だけでもないという意味で、
社会的孤立に「全世代」というキーワードがあるとよ
い。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P17「政策展開の基本的視点」＞
（社会的孤立や生活への不安）
　そこで、多様な担い手と連携し、声を上げる
ことが難しい子ども・若者や、困窮に陥りやす
いひとり親家庭、困難な問題を抱える女性、孤
独・孤立に悩む方など、生きづらさやくらしに
くさを抱える人たちへの支援の輪を広げること
で、「見えない困窮」にも早期に対応し、誰も
が生まれ育った環境によって将来を左右され
ず、自分らしく生きられる社会づくりをめざし
ます。

25 伊達委員 基本構想 骨子(案)
実施計画 骨子(案)

どうすれば最大活用され、かつ、守る必要がある部分
が守られるのかというバランスが重要である。クライ
シスであったり、リスクにどう対応するかという部分
と同時にオポチュニティやクリエイティビティをどう
創造するかという視点をうまくちりばめると、読み物
として楽しくなる。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P15「政策展開の基本的視点」＞
（デジタル技術の進展による地域・社会の変
化）
　そこで、県民のくらしを豊かにする新しいラ
イフスタイルなどを展望しながら、ＡＩやロ
ボットなど最先端のテクノロジーの開発・実用
化による新たな価値の創造を後押しし、そうし
たイノベーションにより、あらゆる分野の課題
解決をめざします。また、誰もが安心してデジ
タル化の恩恵を受けることのできる社会の実現
をめざします。

26 牛山委員 基本構想 骨子(案)
２　基本理念

基本構想の「いのち輝くマグネット神奈川」は非常に
良いことなのだが、全く変わらないということで、文
言の追加や修正はいらないのか、ということも検討し
てもらいたい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P９「基本理念」＞
 「いのち輝くマグネット神奈川」とは、県民
が生きている喜びを実感し、生まれてよかっ
た、長生きしてよかったと思えること、人やも
のを引きつけるマグネットの力を持ち、住んで
みたい、何度も訪れてみたい、つながってみた
いと思える魅力にあふれているということで
す。
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NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

27 伊達委員 実施計画 骨子(案)
プロジェクト

担保すべきことが果たして魅力的なのか。安心安全は
あるが、「いのち輝く、魅力」をどう創造するのか。
「課題ベース」だと視野が狭くなる。「夢ベース」だ
と視野が広がるが質的改善にはつながらず、量に走っ
てしまう。質をどう担保していくのかが書かれている
と、読んでワクワクする。運用をどうするかを考える
と、弱い方の対策に偏ってしまう。強みを伸ばす意欲
ある方を伸ばし、意欲がない方を勇気づけるといった
バランスがあるとよい。 「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P2「策定に当たって」＞
「１　策定の趣旨」を加筆しました。

＜P6「プロジェクト」＞
「基本構想」に示した政策展開の基本的視点を
踏まえ、５つのテーマを設定し、各テーマに
沿って、県の重点施策を分野横断的に13のプロ
ジェクトとして取りまとめました。
テーマⅠ　希望の持てる神奈川
テーマⅡ　持続的に発展する神奈川
テーマⅢ　自分らしく生きられる神奈川
テーマⅣ　安心してくらせる神奈川
テーマⅤ　神奈川を支える基盤づくり

28 瀧委員 基本構想 骨子(案)
実施計画 骨子(案)
プロジェクト

「国内外から選ばれる都市を作ります」について、ど
ういうことを目指しているのかわかりにくい。実施計
画のどのプロジェクトが対応するか分かりづらい。選
ばれるということはどのようなことなのか、神奈川県
としてどのようなことを想定しているのか、プロジェ
クトに落とし込む時に本当にこの文章でいいのかもう
少し考えたほうがいい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P22「テーマⅡ　持続的に発展する神奈川」
＞
デジタル化の加速などにより、産業構造の大き
な変化が見込まれる中、県内産業、農林水産業
の持続的発展に向けた取組を進めるとともに、
地球温暖化を防止するため、脱炭素社会の実現
をめざします。

29 小池委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ３「未病・健康長寿」の未病の改善に健康増進と
いうキーワードが含まれているという理解でよいか。
生き生きと生活や自分の心身を保っていく、高めてい
くということを前面に押し出すのに、未病の改善だと
メッセージがそがれてしまうのでは保健や健康増進、
もしくはそれに近いニュアンスものを選択すればよい
かと思う。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P16「PJ３　未病・健康寿命」「具体的な取
組」＞
Ａ　未病改善による健康寿命の延伸
１丸目
高齢者の未病改善を図るため、「住民主体の通
いの場」等を活用し、高齢者自らがフレイルを
早期に発見し、未病改善の取組を実践できる機
会の提供によるフレイル対策や、オーラルフレ
イル健口推進員の育成や市町村の健康づくり事
業と連携したオーラルフレイル対策、「健康団
地」における社会参加モデルの構築、認知症の
早期発見による認知症未病改善などに取り組み
ます。

新たな総合計画「実施計画」骨子（案）について
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NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

30 小池委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

健康とともに栄養の在り方がとても大切になる。例え
ば食事や食育を知る機会を確保していく、運動と栄養
が重要。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P16「PJ３　未病・健康寿命」「具体的な取
組」＞
Ａ　未病改善による健康寿命の延伸
３丸目
子どもの未病改善を図るため、食や運動等の基
本的な生活習慣の奨励や、医食農同源による食
生活の改善、食育の推進などに取り組みます。

31 小池委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

健康日本21の健康、検診データを使ってどのように改
善していくのかという取りまとめの中で、神奈川県は
ゼロだったなどデータの利活用が遅れている。データ
の利活用を強調していただいた点は素晴らしいが、安
全が保証されていないとデータの利活用は進んでいか
ないので、データの安全性を強調した文言を入れてい
ただくとよいかと思う。

「基本構想」素案（案）、「実施計画」素案
（案）に反映しました。

【基本構想】
＜P15「政策展開の基本的視点」＞
（デジタル技術の進展による地域・社会の変化）
そこで、県民のくらしを豊かにする新しいライフスタイ
ルなどを展望しながら、ＡＩやロボットなど最先端のテ
クノロジーの開発・実用化による新たな価値の創 造を
後押しし、そうしたイノベーション により、あらゆる
分野の課題 解決をめざします。また、誰もが安心して
デジタル化の恩恵を受けることのできる社会の実現をめ
ざします。

＜P30「政策分野別の基本方向」＞
（くらしと行政のデジタル化の推進）
県民の安全・安心と利便性の向上を図るため、くらしと
行政のデジタル化を進め、誰もがデジタルの恩恵を受け
られる社会の実現に向けて取り組みます。
【実施計画】
＜P16「PJ３　未病・健康寿命」「具体的な取組」＞
Ａ　未病改善による健康寿命の延伸
４丸目
未病のさらなる普及・促進を図るため、ＣＨＯ（健康管
理責任者）構想の推進や未病指標の普及、政府の個人情
報管理（ＰＨＲ）の取組と協調したマイME-BYO カルテ
の活用、市町村による保健医療データの活用の促進な
ど、健康情報の活用による効果的な施策の推進に取り組
みます。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」「① デジタル技術の活用による効果
的・効率的な施策の推進」＞
県は、県民の安全安心や利便性の向上を図るこ
とを目的とした「くらしのデジタル化」と、そ
れを支える、行政内部の業務全般の効率化を図
ることを目的とした「行政のデジタル化」によ
り、県民目線のデジタル行政を推進し、誰もが
安心してくらせるやさしい社会の実現に取り組
みます。
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NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

32 海津委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ７「農林水産」について、食料の自給率をどう上
げていくのかということが課題であり、県としてどの
ように自給率を上げていくのかという視点も盛り込む
と農家などの方にも政策的視点が広がる。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P25「PJ７　農林水産」「プロジェクトのね
らい」＞
また、県民ニーズに応じた新鮮で安全・安心な
農林水産物の提供を支援し、ブランド力の強化
により、農林水産物の利用拡大を図ります。こ
うした取組により、地産地消を推進し、持続可
能な農林水産業の実現をめざします。

33 末冨委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ２「教育」について、国の「第４期教育振興基本
計画」が６月に閣議決定されたところだが、「Well-
being」いわゆる「幸せの実現」を子どもたちや学習
者に実現していくという大胆な方針転換が図られてい
る。その視点からいうと「たくましさ」や「自立」と
いう書きぶりでは、「人を育む」視点がなく、非常に
貧しい教育観を反映したままではないかという懸念が
ある。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P13「PJ２　教育」「プロジェクトのねら
い」＞
そこで、思いやる力や自立して生き抜く力、社
会に貢献する力を育成し、「日本社会に根差し
たウェルビーイング」の向上を図るとともに、
教員不足への対応や県立学校の老朽化対策など
を推進し、すべての児童・生徒が安心して快適
に学べる環境づくりに取り組むことで、変化の
激しい社会に適応できる柔軟で自立した人材の
育成を進めます。

34 和田委員 実施計画 骨子(案)
６　計画推進

（イ）多様な担い手との協働・連携について、多様な
価値感、あるいはジェンダーなど壁を感じないボー
ダーレス協働を推進しますとか、めざしますとか、そ
ういう言葉に変えられないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」「② 多様な担い手との協働・連携」
＞
また、課題の性質によっては、県自ら旗振り役
となって多様な担い手における取組を促進する
ことで、多彩な人材が集まっている神奈川なら
ではの支え合いによる協働・連携を図り、ＳＤ
Ｇｓの目標の達成にもつながる、持続可能な神
奈川を共に創り上げていきます。

35 和田委員 実施計画 骨子(案)
６　計画推進

（ウ）県内市町村や他都道府県との協調・連携につい
て、地域の人と人が繋がり、持続的成長を支えるプ
ラットフォームを検討していきますという言葉に変え
られないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」「②　多様な担い手との協働・連携」
＞
こうしたことから、県は、めざすべき方向性や
問題意識を、県民や企業、ＮＰＯ、大学、団体
等と、対等なパートナーとして共有し、政策形
成の早い段階から対話を重ねるなど、複雑化・
多様化する様々な課題に共に向き合って協働・
連携を推進します。

＜P118「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」「③　県内市町村や他都道府県との協
調・連携」＞
こうしたことから、広域自治体である県は、市
町村とより一層の連携や効果的な施策のあり方
を検討しながら、広域的な地域活性化に取り組
むとともに、市町村が持続的に行政サービスを
提供できるよう支援していきます。
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36 和田委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ２「教育」について、知の創発や新しい社会的知
識の吸収などリベラルアーツ的な教育を進めていきま
すといった言葉のほうが向かっていく方向が見えるの
ではないか

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P14「PJ２　教育」「具体的な取組」＞
Ａ　思いやる力や自立して生き抜く力、社会に
貢献する力を育成する学校教育
２丸目
社会の変化に対応する教育を推進するため、理
数教育の推進やグローバル人材の育成、１人１
台端末を活用した教育活動などに取り組みま
す。

37 和田委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ３「未病・健康長寿」について、身体的、精神
的、社会的に良好なウェルビーイングを共創させてい
く、フレイルにならない社会を培っていくという言葉
を加えられないか

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P16「PJ３　未病・健康長寿」「具体的な取
組」＞
Ａ　未病改善による健康寿命の延伸
１丸目
高齢者の未病改善を図るため、「住民主体の通
いの場」等を活用し、高齢者自らがフレイルを
早期に発見し、未病改善の取組を実践できる機
会の提供によるフレイル対策や、オーラルフレ
イル健口推進員の育成や市町村の健康づくり事
業と連携したオーラルフレイル対策、認知症の
早期発見による認知症未病改善などに取り組み
ます。

＜P49「神奈川の戦略」「２　輝き続ける人生
100歳時代の実現」＞
そのため、県では、いくつになっても生き生き
とくらせる未病改善の取組を推進するととも
に、人生の充実につながるライフスタイルの多
様化を促進するなど、すべての世代・立場の
人々が、自分らしく活躍できる社会づくりを推
進しています。今後も、ＳＤＧｓの視点を踏ま
えながら、これらの取組をより一層推進してい
くことで、県民一人ひとりが自らの人生の設計
図を思い描き、生涯にわたり輝き続ける、笑い
あふれる人生100歳時代の実現をめざします。

38 和田委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ８「脱炭素・環境」について、自然や地域文化と
環境のサスティナブル共生のような、文化と環境を単
純に維持すればよいというわけではなく、経済性も考
慮しながらうまく地域文化と環境との共生を図るよう
な言葉がどこかに欲しい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P16「政策展開の基本的視点」＞
（地球環境問題）
そこで、脱炭素社会及び循環型社会の実現、生
物多様性の保全に向けて、各主体が課題を「自
分事化」し、それぞれの役割を踏まえて取組を
進められるよう、県が取組を後押しするととも
に、県自らも率先実行に取り組むことで、環境
と経済が調和する持続可能な社会の実現に貢献
します。
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39 坪谷委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ10「共生社会」について、「実施計画」は、より
具体的な施策の方向性を打ち出すという意味では、
ちょっと具体性が少ないという印象を受ける。当事者
目線の障害福祉推進条例」というものが作られている
ので、具体的な言葉を入れてもらいたい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P34「PJ10　共生社会」「具体的な取組」＞
Ａ　障がい児・者とともに生きる社会の実現
１丸目、２丸目
「当事者目線の障害福祉推進条例～ともに生き
る社会を目指して～」の実現に向け、市町村と
緊密に連携を図り、事業者、県民の理解と協力
を得ながら障がい者の立場に立った施策を推進
します。
「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念や
「当事者目線の障害福祉」のさらなる普及啓発
を図るため、憲章のＰＲや障がいに対する理解
促進に向けた取組を推進します。

40 原委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

栄養を知る機会が大切という意見と食料自給率を上げ
ることが大切という意見があったが、これらをあわせ
て対応してよいのではないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P16「PJ３　未病・健康長寿」「具体的な取
組」＞
Ａ　未病改善による健康寿命の延伸
３丸目
子どもの未病改善を図るため、食や運動等の基
本的な生活習慣の奨励や、医食農同源による食
生活の改善、食育の推進などに取り組みます。

＜P26「PJ７　農林水産」「具体的な取組」＞
Ｂ　安全・安心な魅力ある県産農林水産物の利
用拡大
４丸目
都市と農林水産業の共存を図るため、学校等へ
の出前講座や、地域ぐるみの共同活動や里地里
山の保全活動などを実施し、農林水産業の多面
的機能や生産活動に対する県民の理解促進を図
ります。
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41 原委員 実施計画 骨子(案)
３　プロジェクト

ＰＪ１「子ども・若者」について、「希望する人が希
望する人数の子どもを持ち」とあるが、希望する人自
体が増えるように読み取れるようにした方がよいので
はないか。

「基本構想」素案（案）、「実施計画」素案
（案）に反映しました。

【基本構想】
＜P13「政策展開の基本的視点」＞（少子高齢
社会）
そこで、若い世代が未来に希望を持ち、希望す
る人数の子どもを生み育てることができるよ
う、当事者である若い世代や子どもの目線を大
切にしながら、経済的な負担や社会的な障壁の
緩和をめざすとともに、・・・（中略）・・・
をめざします。

【実施計画】
＜P12「PJ１　子ども・若者」「具体的な取
組」＞
Ａ　子育てに希望の持てる社会づくり
１丸目
子育てしやすい環境づくりの推進を図るため、
市町村等と連携した結婚支援や妊娠期からの伴
走型相談支援・産後ケアの充実など切れ目なく
支援を行います。

42 牛山委員 実施計画 骨子(案)
２ めざすべき４年後の
姿

「県民目線のデジタル行政でやさしい社会の実現」に
ついて、デジタル化はもちろん大事だが、方向性を示
す必要がある。県民目線のデジタル行政というのはセ
キュリティや情報弱者のことのように読めるが、中身
を見ると「ジェンダー」や「当事者目線」「三つの主
流化」と書かれており、全体として文言を整理する必
要がある。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P5「めざすべき４年後の姿」＞
２丸目
そこで、進歩の著しいデジタルの力を様々な県
政課題の解決に積極的に活用し、当事者の目線
に立って県民の不安を解消することで、やさし
い社会の実現をめざします。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」＞
また、政策の立案・企画・実施に当たっては、
「ジェンダー」「ともに生きる（ともいき）」
「当事者目線」の視点を「３つの主流化」とし
て、いつも意識していきます。
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43 柳瀬委員 策定基本方針 従来、残念ながら政策目標に対するＫＰＩが、これで
良いのかと思う項目も多くあった。ＫＰＩだけにこだ
わると優先順位であったり緊急度なども、適切に遂行
することができなくなる。今後もＫＰＩや指標を用い
ながら進めていくと思うが、確実に達成できるＫＰＩ
を設定するのではなく、本当に必要な、キーとなる指
標を用いながら、寄与度や緊急度を追求してもらいた
い。また、併せてその目標を達成するために必要な目
標に今後果敢にトライしていただきたい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P124「付属資料」＞
プロジェクトの指標・ＫＰＩに設定の考え方を
記載しました。

44 小出委員 策定基本方針 この３年ほど、もともと立てたＫＰＩや目指したいも
のが、コロナの影響で状況が大きく変わって変えざる
をえなくなった。違う指標を作るべきではないかと思
うが、今の仕組み上、柔軟性が足りない。今後は、社
会的に非常に大きな変動があったときには、ＫＰＩ自
体も見直せるような柔軟性を持てるようになっていた
だきたい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P119「計画推進」「２　計画の進行管理」＞
また、計画策定時に想定し得なかった事態が生
じた場合には、「政策のマネジメント・サイク
ル」にとらわれず、その時々の状況に応じた政
策評価や柔軟な政策展開を図るものとします。

45 中村委員 策定基本方針 本来、ＫＰＩは必要に応じて変えていくものである。
あくまでも基本目標を達成するために、この施策が重
要かを示すのがＫＰＩの本来の趣旨で、目標に達成し
なかったらこのＫＰＩは本当に正しいのか、しっかり
議論して、他のもっと重要な政策があるのかどうか、
それが分かったら変えるのがＫＰＩの目的で、途中で
変えない方がむしろおかしい。基本目標は変える必要
はないが、そのための手段であるＫＰＩについては本
当に柔軟に変えるべき。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P119「計画推進」「２　計画の進行管理」＞
また、計画策定時に想定し得なかった事態が生
じた場合には、「政策のマネジメント・サイク
ル」にとらわれず、その時々の状況に応じた政
策評価や柔軟な政策展開を図るものとします。

第140回総合計画審議会における意見と県の対応

新たな総合計画の策定基本方針（案）
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46 小林委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

デジタル化の問題、この50の視点では７番と22番を密
接につなげるための未来像として、在宅介護・在宅医
療のデジタル化というのは絶対避けて通れないポイン
トである。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P16「PJ３　未病・健康長寿」「具体的な取
組」＞
Ａ　未病改善による健康寿命の延伸
４丸目
未病のさらなる普及・促進を図るため、ＣＨＯ
（健康管理責任者）構想の推進や未病指標の普
及、政府の個人情報管理（ＰＨＲ）の取組と協
調したマイME-BYO カルテの活用、市町村によ
る保健医療データの活用の促進など、健康情報
の活用による効果的な施策の推進に取り組みま
す。

Ｃ　地域包括ケアシステムの深化
１丸目
地域包括ケアを支える基盤づくりを進めるた
め、保健・医療・福祉人材の養成・確保、介護
ロボット・ＩＣＴの導入による介護保険サービ
スの適切な提供のための基盤づくりの推進や、
質の高い人材を育成する研修等の実施による訪
問看護推進の支援、課題の抽出や好事例の共有
を行う協議会の設置による在宅医療介護連携の
支援などに取り組みます。

＜P117「計画推進」「１　計画推進のための行
政運営」＞
①デジタル技術の活用による効果的・効率的な
施策の推進の項目を新たに作成し、加筆しまし
た。

47 河野委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

個人と県、その中間に位置するネットワークの重要性
が高まるのではないか。県がすべての問題に対応する
ということは困難であり、他方で、個人の自助努力
に、完全に依存するということも困難である。産業や
安全、福祉、海岸や文化保全など、地域のネットワー
クが非常に大きな意味を持つ。そういったものが県の
魅力度を高めるということにもなり、多様なネット
ワークをいかに高度に作っていくのかという視点がこ
れからの課題、重要ではないか。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P19「政策展開の基本的視点」＞
（多様な主体の強みを生かした協働・連携）
そこで、社会課題の解決やサービスの担い手と
してますます重要性が高まるＮＰＯや企業、大
学、団体等と、対等なパートナーとしてめざす
べき方向性や問題意識を共有し、政策形成の早
い段階から対話を重ねるなど、複雑化・多様化
する様々な課題に共に向き合って協働・連携を
推進することで、持続可能な神奈川を共に創り
上げていきます。

将来を見据えた問題意識と当面の課題
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48 渡辺委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

冷静な分析の上で、どんな未来を描いていきたいかと
いう中には、例えば介護や子育ては大変だが、逆に幸
せ度が増す面もある。高齢者が元気で、できるだけ長
く健康でありながら穏やかな時間を過ごせるようにと
いうのは、決してお金だけかければ実現することでは
なく、気持ちの面がとても大きいものである。それ
は、大変な子育ての中でも。それが、神奈川のマグ
ネットという言葉に盛り込めたらよい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P14「政策展開の基本的視点」＞
（人生100歳時代）
そこで、誰もが文化芸術活動やスポーツに多様
な形で親しみ、人々との交流を通じて心豊かに
くらすことができるよう、様々な場や機会の創
出をめざします。

＜Ｐ17「政策展開の基本的視点」＞
（ともに生きる社会）
そこで、ともに生きる社会の実現をめざし、多
様な個性を尊重することの重要性を広く浸透さ
せるとともに、当事者目線に立って課題を共有
しながら、地域や社会に潜在する様々な障壁を
取り除き、希望する誰もが個性や可能性を生か
して自分らしく社会参加し、お互いに支え合い
ながら活躍できる地域社会をつくります。

49 海原委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

42番「障がい者施策は変わるか」で国連の総括所見が
記載されているが、生活介護の事業所もいわゆる障が
い者の権利条約に照らしてみると、課題があるととら
えられている。だから、ここの障がい者施策ではな
く、このとらえ方をきちんとしていく必要性があるの
ではないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P14「PJ２　教育」「具体的な取組」＞
Ａ　思いやる力や自立して生き抜く力、社会に
貢献する力を育成する学校教育
３丸目
共生社会の実現に向けた人づくりを進めるた
め、インクルーシブ教育の推進や、「いのちの
授業」のさらなる普及などに取り組みます。

＜P34「PJ10　共生社会」「具体的な取組」＞
Ａ　障がい児・者とともに生きる社会の実現
３丸目
障がい児・者が望むくらしを実現するため、地
域生活移行の中心となる人材や、移行後のくら
しを支える人材などの育成・確保を図るととも
に、安心して生活できる環境の推進や地域づく
りの促進などに取り組みます。
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50 瀧委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

2040年の問題だとか課題として考えたとき、一番最初
にいつも出てくるのは少子高齢化。これは避けて通れ
ないが、やはり一番のベースがどこにあるのか考える
と、県民もしくは神奈川県に関わる方々たちが、誰一
人も残さず、幸せに安全に暮らせること、それに関わ
ることを行政として取り組んでいくことが非常に大事
である。先週は集中豪雨もあったし、地震もあらゆる
ところで起きている。コロナも少しずつ増えていると
ニュースになっており、2040年にかけてもう１回パン
デミックは必ず来ると思う。自然災害は避けて通れな
いので、それに対する備え、起こった時の対応、きち
んとテーマの中に入れておくことが非常に大事であ
る。サステナブルな環境をどう維持していくかは、安
全に暮らしていくには必ず必要である。その中には自
然、文化を維持することもある。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P16「政策展開の基本的視点」＞
（地球環境問題）
各主体が課題を「自分事化」し、それぞれの役
割を踏まえて取組を進められるよう、県が取組
を後押しするとともに、県自らも率先実行に取
り組むことで、環境と経済が調和する持続可能
な社会の実現に貢献します。

＜P18「政策展開の基本的視点」＞
（くらしをとりまくリスクや潜在的課題）
不安定な国際情勢を背景とする有事などの懸念
に加え、新興感染症の感染拡大が将来にわたり
何度も発生する可能性が指摘されていま
す。・・・また、新興感染症の感染拡大に備
え、平常時から市町村や関係団体等との連携体
制の強化をめざします。

51 小出委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

神奈川県の特色として、産業の源としての自然という
のがあるのではないか。海も山もある県なので、漁業
があり、農業があり、林業があり、畜産業もある。自
然を産業の源として、もっと活性化していく、また
は、神奈川県ならではのものとして、ブランド化して
いく。神奈川県のブランドとして、自然を源とした産
業をもっと出していけるのではないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P20「PJ５　観光・地域活性化」「具体的な
取組」＞
Ｂ　地域にひとの流れをつくる取組の推進
４丸目
神奈川の豊かな水を育む水源地域の活性化を図
るため、宮ヶ瀬湖など水源地域が持つ自然や歴
史、文化といった資源を魅力として発信すると
ともに、水源環境の理解促進や交流の場の拡充
に取り組みます。

＜P26「PJ７　農林水産」「具体的な取組」＞
Ｂ 安全・安心な魅力ある県産農林水産物の利
用拡大
１丸目
県産の農林水産物を県民にとどけ、よろこばれ
るため、かながわブランドの登録の促進や６次
産業化の支援、生産者と食品関連事業者との
マッチング商談会により、農林水産物のブラン
ド力の強化や付加価値の向上、利用拡大の促進
を図ります。

＜P44「PJ13　都市基盤」「具体的な取組」＞
Ｂ　活力と魅力あふれる強靭なまちづくりの推
進
２丸目
個性豊かなまちづくりを進めるため、地域の自
然や歴史・文化を生かした良好な景観を形成す
るとともに、官民協働によって邸宅・庭園及び
歴史的建造物を新たな文化発信の場や、地域住
民や来訪者の多彩な交流の場として保全活用す
るなど、地域の特色を生かしたまちづくりに取
り組みます。
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52 小出委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

イノベーションをもっと活性化していくためには、人
材の多様性が必要であり、女性の本当の活躍が重要に
なってくる。議会には女性議員がどれぐらいいるの
か。女性議員も増やして欲しい。県の審議会でも女性
委員の割合がなかなか上がらない。本来であれば半分
ずついてもおかしくない。女性を本当の意味で重要な
人材として活用し、そして格差のない賃金で、神奈川
県はリードしていただきたい。多様性が新しい発想を
生む、今までの延長線ではない新しい県のあり方や施
策を考えなければいけないフェーズであり、そのため
にも女性の多様な視点を取り入れていくということは
非常に重要であり、ぜひ盛り込んでいただきたい。 「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P17「政策展開の基本的視点」＞
（ともに生きる社会）
　人と人とが互いに理解し合い、互いの人権を尊重
することが、価値観が多様化する現代社会を生きる
うえで重要となっています。そうした中で、ジェン
ダー平等の実現など、性別や国籍、障がいの状態な
どを理由とする差別・排除のない、誰もが多様な個
性を発揮し、互いに尊重し合える社会の実現が求め
られています。
  そこで、ともに生きる社会の実現をめざし、多様
な個性を尊重することの重要性を広く浸透させると
ともに、当事者目線に立って課題を共有しながら、
地域や社会に潜在する様々な障壁を取り除き、希望
する誰もが個性や可能性を生かして自分らしく社会
参加し、お互いに支え合いながら活躍できる地域社
会をつくります。

＜P26「政策分野別の基本方向」＞
（多様な人材が活躍できる社会づくり）
１丸目
人材の多様な特性やニーズを踏まえた就業支援等を
通じて、若年者や中高年齢者、女性、障がい者など
多様な人材の活躍を支えます。また、外国人材が働
きやすい環境づくりに取り組みます。

53 牛山委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

議員の割合とか、国会議員とか含めて上がってきてい
るが、自治体の現場に近づけば近づくほど女性がいな
くなる。女性の自治会長は全国で５％、女性の防災委
員は10％と地域の決定の場にいない。いきなり議員に
出るかというと経験もなく、慣れていない中で、なか
なか立候補できない。自治体の現場で女性が活躍した
り、割合が増えていく視点も一つ加えていくと、神奈
川らしい。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P34「PJ10　共生社会」「具体的な取組」＞
Ｃ　ジェンダー平等社会の実現
１丸目
社会のあらゆる分野で、すべての人が性別にか
かわりなく意思決定過程に参画できる社会を実
現するため、政治分野における男女共同参画を
推進するとともに、企業、団体等の意識改革な
どに取り組み、ジェンダー平等社会の実現に向
けた環境づくりを推進します。
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54 大村委員 神奈川の特色と強み スポーツのプロチームやトップチームが多いことも、
神奈川の魅力の一つだと思っている。スポーツはコ
ミュニティ的、健康的、教育的な要素があり、県でも
スポーツツーリズムといった産業的な視点も取り入れ
られている。行政としての役割がなかなか明確になっ
ていないと感じている。運動習慣を高めるなどの理
念、考え方の向上だけであり、他県にはない魅力のス
ポーツ産業をもっと目標として掲げて、スポーツの力
を生かしたまちづくりや行政運営も大事である。

「基本構想」素案（案）、「実施計画」素案
（案）に反映しました。

【基本構想】
＜P30「政策分野別の基本方向」＞
（誰もが生涯を通じてスポーツを楽しむことが
できる環境づくり）
誰もが生涯を通じて、気軽にスポーツを楽し
み、心身ともに健康で豊かにくらすことができ
るよう、乳幼児から高齢者までのライフステー
ジに応じたスポーツ活動の推進や、誰もがス
ポーツを「する」「観る」「支える」といっ
た、多様な形で親しむことができる環境づくり
などに取り組みます。

【実施計画】
＜P18「PJ４　文化・スポーツ」「具体的な取
組」＞
Ｂ　誰もがスポーツに親しむことのできる社会
づくり
２丸目
県民の多様なニーズに対応しながら、様々なス
ポーツ活動に親しむための環境の充実を図るた
め、総合型地域スポーツクラブの量的・質的な
充実、県立スポーツセンターをはじめとした県
立施設の環境整備など、スポーツ環境の基盤と
なる「人材」の育成と「場」の充実に取り組み
ます。

55 大村委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

若年層の政治離れが懸念されているなど一般的には若
者は政治に関心がないと言われているが、若者ほど社
会問題に関心を持っていると感じている。高齢者の目
線などが分厚い中で、やはり若者にも神奈川県に希望
を持ってもらえるような、政策の立案、ＫＰＩの策定
などを考えていくべき。 「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P13「政策展開の基本的視点」＞
（少子高齢社会）
そこで、若い世代が未来に希望を持ち、希望す
る人数の子どもを生み育てることができるよ
う、当事者である若い世代や子どもの目線を大
切にしながら、経済的な負担や社会的な障壁の
緩和をめざすとともに、神奈川の未来を担うす
べての子どもたちが安心して快適に学び、自分
らしく生きる力を高められる環境づくりをめざ
します。
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56 田中委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

減り続ける子どもの問題に危機感を持っている。内閣
府の調査によると理想の子どもの数を持たない、生ま
ない、理由で断トツに多いのは、子育てや教育にお金
がかかりすぎるからという回答が一番多いというアン
ケート結果が出ている。一番お金がかかると言われて
いる高等教育の負担軽減ということが必要である。例
えば低所得家庭でも大学に進学できるような高等教育
の無償化や授業料の減免、あと対応型ではなくて、給
付型の奨学金制度の拡充等に取り組むべき。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P13「政策展開の基本的視点」＞
（少子高齢社会）
そこで、若い世代が未来に希望を持ち、希望す
る人数の子どもを生み育てることができるよ
う、当事者である若い世代や子どもの目線を大
切にしながら、経済的な負担や社会的な障壁の
緩和をめざすとともに、神奈川の未来を担うす
べての子どもたちが安心して快適に学び、自分
らしく生きる力を高められる環境づくりをめざ
します。

57 小林委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

時間のゆとりを幸福の評価指標に入れていくというこ
とはとても大事である。男性のようにガリガリ働くと
ころに女性が入るということではなく、男性も少し時
間のゆとりを持って、一旦休む時は子育てのために休
み、それから介護の時も勇気を持って休む。そうした
環境を作っていくことはとても大事である。女性の活
躍社会も、そうした時間のゆとりを幸福度に盛り込む
ような試みを神奈川県でやっていただきたい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P20「政策分野別の基本方向」＞
（結婚や出産・育児の希望が叶えられる社会づ
くり）
ワーク・ライフ・バランスの考え方の普及啓発
に取り組み、長時間労働などの働き方の見直
し、育児休業の取得など仕事と子育ての両立に
向けた取組を推進します。

＜P26「政策分野別の基本方向」＞
（多様な人材が活躍できる社会づくり）
生活と仕事の調和を図るワーク・ライフ・バラ
ンスを推進し、一人ひとりがライフスタイルや
ライフステージに応じて、働く場所や時間など
多様で柔軟な働き方を選択して働き続けること
ができ、安心して生涯にわたる生活設計を描け
るよう、労働環境の整備を図ります。

58 小泉委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

社会はやはり経済主義で動いているから、ＧＤＰで
あったり、高機能であったり、高性能であったり、と
いう物差しで考えるが、豊かな社会の質の部分、人間
的なコミュニティであったり、支え合いであったり、
そういった物差しで考えることによる豊かさというの
を、県としてもぜひ考えていただきたい。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P13「政策展開の基本的視点」＞
（人口減少社会）
　そこで、それぞれの地域の特性を生かした
様々な取組により、人の流れをつくることで、
にぎわいを創出するとともに、多様な主体が地
域に誇りを持って活躍し、豊かさを実感できる
まちづくりをめざします。また、コミュニティ
の再生・活性化を支えるスマートモビリティ社
会の実現に向けた取組など、都市づくりの観点
から地域課題の解決をめざします。
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59 関委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

8の孤独な高齢者の増加の部分で、社会から孤立する
高齢者が増加してる点は、大きな問題だと思ってお
り、繋がりづくりが大切です。同時に、42から44のよ
うに、障がい者、ジェンダー、新たな人権の課題のよ
うに、多様性を重視する必要性も問われている。くら
しと多彩な自然・文化が調和し、時代を切り拓く人材
や産業が集う神奈川、多様な人材の活動拠点という神
奈川の特色や強みを生かした形の多様性を検討してい
く必要がある。この多様性や、繋がりづくりは、なか
なかＫＰＩでは評価しづらい点である。ＮＰＯとかボ
ランティアとかによる多様な活動を、より神奈川の強
みとして転換していくためには、これまでも課題と
なってたが、こうした繋がりづくりや多様性をどう評
価していくかということをしっかり検討していくべ
き。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P17「政策展開の基本的視点」＞
（社会的孤立や生活への不安）
そこで、多様な担い手と連携し、声を上げるこ
とが難しい子ども・若者や、困窮に陥りやすい
ひとり親家庭、困難な問題を抱える女性、孤
独・孤立に悩む方など、生きづらさやくらしに
くさを抱える人たちへの支援の輪を広げること
で、「見えない困窮」にも早期に対応し、誰も
が生まれ育った環境によって将来を左右され
ず、自分らしく生きられる社会づくりをめざし
ます。

60 久本委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

移住の支援やテレワーク支援等を進めていくことで、
2040年に多くの観光客や外国人の方を神奈川に迎え入
れることや、同時にその地域に働き手を作っていくこ
とになるので進めていくべき。県では「かながわ脱炭
素ビジョン2050」を策定もしているので、脱炭素社会
の実現に向けて、県民と一体となって持続可能な地域
を作るという意味で、やはり環境は外せない点で、拡
充させたものが必要になってくる。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P20「PJ５　観光・地域活性化」「具体的な
取組」＞
Ｃ　移住・定住の促進に具体的な取組を記載し
ました。

＜P28「PJ８　脱炭素・環境」「具体的な取
組」＞
Ａ　多様な主体による取組と後押しに具体的な
取組を記載しました。

61 清家会長 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

2040年の問題を考えると、人口構造は一番確実な将来
予測変数でもあるので、少子高齢化の中で、県民がど
うしたら幸せに暮らせるか、ということを考えること
が大切である。その際のポイントは、行政が、あれも
これもサービスを提供する、いわゆる「サービスプロ
バイダー」から、県民一人一人が多様な考え方に従っ
て幸せになる舞台を整えていく「プラットフォームビ
ルダー」となるような転換が必要になってくるのでは
ないか。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P19「政策展開の基本的視点」＞
（多様な主体の強みを生かした協働・連携）２
段落目
そこで、社会課題の解決やサービスの担い手と
してますます重要性が高まるＮＰＯや企業、大
学、団体等と、対等なパートナーとしてめざす
べき方向性や問題意識を共有し、政策形成の早
い段階から対話を重ねるなど、複雑化・多様化
する様々な課題に共に向き合って協働・連携を
推進することで、持続可能な神奈川を共に創り
上げていきます。
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62 小池委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

すべての世代の方たちが輝き、活動していくことがで
きるようにしていくためのリスキリングの場と学び直
しの場ということを、大学でもう一度学び直すという
ことだけではなく、コミュニティセンターのような学
び直す機会に触れる場を県としてどう準備していくの
か、ということも大切である。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P50「神奈川の戦略」「２　輝き続ける人生
100歳時代の実現」「具体的な取組」＞
人生の充実につながるライフスタイルの多様化
の促進
県民一人ひとりの学びの意欲に応え、生涯にわ
たって能動的に学び続けることや、いくつに
なっても学び直すことができるよう、生涯学習
などの環境整備を行います。
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて職場
環境の整備促進に取り組むとともに、企業で働
く人の学び直し（リスキリング）への支援に取
り組みます。

63 海津委員 神奈川の強み 神奈川県に対する求心力は一体何なのか、ＳＷＯＴ分
析をするならば強みになるところ、機会となるところ
は何かというところを見据えて、どう高めていくのか
ということを重点的に考えることが必要ではないか。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

　神奈川の特色や強みについて、「(2)神奈川
の特色や強み」（P５）のとおり整理しまし
た。
　また、こうした神奈川の特色や強みを踏まえ
たうえで、県の政策がめざすべき方向性を「政
策展開の基本的視点」（P13～19）をまとめま
した。

64 末冨委員 将来を見据えた問題意
識と当面の課題

フィロソフィー（理念）と呼んでいるものがもう少し
記載されていないと一層多様化していく神奈川県民や
一時的な定住者も含めて包摂していくことが難しいの
ではないか。 「基本構想」素案（案）に反映しました。

「第１章　基本目標」において、県政の基本理
念を「２　基本理念」（P９）に示すととも
に、基本理念のもとに実現をめざす神奈川の将
来像を「３　神奈川の将来像」（P10）として
示しました。

第97回計画推進評価部会・第19回計画策定専門部会における意見と県の対応

将来を見据えた問題意識と当面の課題

24 第97回・第19回部会



NO 委員名 議題（資料）名 意見 対応 記載内容等

65 矢島委員 ５０の視点 データの解釈とタイトルの結びつきに疑問を感じると
ころが結構ある。４「減り続ける子ども」について、
親世代の人口が減ってきているので、今後対策を打っ
ても子どもの「数」が減ることは避けがたい。行政と
して、国、県として何ができるかと考えると、「出生
率」を上げることはできる。注目すべきは「出生率」
なのではないか。

「実施計画」素案（案）に反映しました。

＜P12「PJ１　子ども・若者」「プロジェクト
のねらい」＞
そこで、結婚、妊娠、出産、子育てができる環
境を整備するとともに、配慮が必要な子ども・
若者の実態に応じた適切かつ効果的な支援に取
り組むことで、希望する人が希望する人数の子
どもを持ち、安心して子どもを生み育てること
ができ、また、子ども・若者が主体的に生き、
自立・参加・共生する社会をめざします。

66 小池委員 神奈川の強み 神奈川県の特徴や強みに関しては具体的にはなぜ強み
なのかという点が分かるようなデータがありません。
特に強みについて、この点が強みという点を、数字で
出せるものがあれば同じような形で出していただくと
非常にわかりやすくなる。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

神奈川の特色や強みについて、Ｐ５からＰ６に
可能なものについては、数字を記載しました。

67 原委員 神奈川の強み 県央地区に関しての、記載が全くされてないので、厚
木市、或いは県央地区を取り入れてほしいと思いま
す。身近にある多彩な自然や文化の中で温泉街や富士
山の絶景で知られる箱根と記載されていますが、厚木
も温泉などたくさんあり、箱根と記載しない視点もあ
り得るのではないか。

「基本構想」素案（案）に反映しました。

＜P5「神奈川の特色や強み」＞
（くらしと調和する多彩な自然・文化）
●　多彩な自然環境
美しいなぎさを持つ相模湾、みどり豊かな丹沢
大山などのやまなみ、県民の貴重な水源である
やまなみ五湖など多彩な自然がくらしと調和し
ています。
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